長狭優美な大型石刃の出現過程に関する予察 by 渡邊 玲
要 旨
キーワード：
79
溯航　第 37号　79-98頁　2019年２月
早稲田大学大学院文学研究科考古談話会編集・発行論文
後期旧石器時代前半期石刃石器群、後田段階、広域遊動戦略、領域性
　後期旧石器時代前半期後葉、旧石器社会が、領域性を確立し、地域社会が萌芽する後半期（佐藤1992）へと移
行する前夜、長狭優美な大型石刃と石刃製大型尖頭形石器を伴う石器群が東日本の各地に出現する。利根川上流
域の後田遺跡、下総台地北西部の東林跡遺跡、北東部の滝東台遺跡、武蔵野台地北部の大門遺跡、愛鷹山麓の初
音ヶ原 A遺跡などに代表されるこれらの石器群は、おおむね武蔵野台地ローム層序Ⅶ層からⅥ層相当に帰属し、
後期旧石器時代前半期の最終段階に一つのホライズンを形成する。各地に地域性が認められる後半期石器群とは
対照的に、これらの石器群には、大型石刃の長距離携行と遠隔地石材の埋め込み戦略による広域遊動戦略を示す
特徴が認められる。前半期から後半期への移行前夜において、これらの石器群の顕在化は、列島後期旧石器社会
の変動メカニズムを考える上で示唆的である。
　本論では、上記石器群を前半期後葉大型石刃石器群として抽出し、共時構造の機制を確認するとともに、前後
の石器群との関係からその出現過程を予察する。筆者は、当該石器群の出現について、地域集団の領域性出現に
対処する社会適応的現象を含意すると考えている。ただし、層位的分解能の限界と構造の近似から移行期前後の
石器群との細分に課題が残る。「（大型良質石刃の遺跡内存在は）日常的な交換行為によると考えた方が合理的
である」（佐藤1992: 290）との理解を実証的に検証する分析概念が求められる。
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はじめに
　約36.000calBPから始まる列島の後期旧石器時代前半
期は、前半期二極構造を基本とする等質的な石器群が列
島全域にひろがる。その後、30,000calBP前後に移行期
を介して、社会構造が大きく変革し、石器群が顕著な地
域性を示す後半期へと移行する（佐藤1992）。後期旧石
器時代前半期の石器群は、関東平野を中心とする東日本
において、武蔵野台地ローム層序のX層、Ⅸ層、Ⅶ層、
Ⅵ層段階に大別されるのが通例である。このうちⅥ層段
階は、前半期的特徴を残しながら、著しい石器組成の偏
りや石器群に地域性が認められるため、後半期への移行
期として評価されている（同: 263-264）。
　本論で前半期後葉大型石刃石器群として抽出する石器
群は、関東平野のおおむねⅦ層からⅥ層相当に帰属す
る石器群に顕著に認められる。関連する放射性炭素年
代値としては31,600-29,500calBPが与えられており（三
好2018）、MIS3後半のEarly Cold（約38,000-28,000 cal 
BP）最終段階に相当する（工藤2012: 54）。すなわち、
当該石器群の出現は、列島旧石器社会が変革する前半期
／後半期移行前夜、温暖なMIS3から寒冷なMIS2にむけ
た環境変動期において、広域に斉一性をもって展開する
移行期的現象として捉えることができよう。
　では、その出現過程は、前後の石器群との如何なる脈
絡の中で理解され得るであろうか。後半期社会の胎動を
視野にいれた、社会生態学的石器群解釈（安斎1993）が
求められる。
　本論では、各地の前半期後葉大型石刃石器群を抽出し
地域的変異を確認するとともに、関連する研究動向の整
理、分析視座の検討を経て、当該石器群の出現過程につ
いて予察する。
１．時期区分の設定
　まず本論で採用する編年観について触れておきたい。
先述の通り、前半期石器群については、X層、Ⅸ層、Ⅶ
層、Ⅵ層段階に大別する編年観が一定の共通理解を得
ている（石器文化研究会1989;1990）。しかし、段階内
細分については研究者により意見が分かれる。議論の
焦点はⅨ層およびⅦ層段階内の細分である（１）。愛鷹箱
根山麓などの層位的分解能が高い地域では、当段階を層
位的に細分できる場合もある。他方、層位的分解能に恵
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まれない地域では、出土層位から石器群の細分は困難で
あり、優良な石器石材原産地を擁する北関東、東北、信
州地方でその傾向は顕著である。しかしながら、高分解
能の地域細分編年をそのまま他地域に敷衍する分析手順
は、編年研究の方法論的妥当性を欠くこととなる。旧石
器編年研究において、「一般進化」的な段階編年と「特
殊進化」的な地域細別編年を区別する思考法は必須であ
る（佐藤1992: 195-198）（２）。段階間の変化は生態的・
社会的環境の変動に伴うシステム系の交替として理解さ
れるのに対して、細別編年の変化は浮動的変異と収斂・
特殊化を基本とする。したがって、両者は変化の移相の
原理が異なるため、後者の分析概念を前者に適用するた
めにはその妥当性について十分な検討を要する。
　段階編年観が一定の共通理解を得た今、列島の旧石器
考古学に求められているのは「特殊進化」の具体的様相
の解明と「一般進化」たる段階編年の検証である。具体
的には、地域細別編年における遺跡間変異を含意した上
での共時構造の抽出と、その広域展開によるホライズン
の探索である。言わずもがな、細別編年における時間的
整合性の判断は、層位的出土例と石器群に関連する年代
値を前提とする。しかしながら、石器群の地域横断比較
における層位的分解能を越える並行石器群の設定につい
ては、その整合性の判断は分析者の立脚点に応じて設定
されて然るべきものである。すなわち、層位的分解能を
超える細別編年は研究事例の蓄積と相互検証を前提とす
るのである。
　本論に立ち還れば、前半期後葉大型石刃石器群は、研
究史おいてⅦ層段階の典型例として扱われてきたもので
あり（須藤1986, 小菅1991）、台形様石器とナイフ形石
器の二極構造を成すⅨ層段階の石刃石器群とは、段階を
画するものであるという認識は共通理解を得ている（佐
藤1988;1992, 田村1989, 国武2004b, 森先2010, 山岡2012, 
大塚2017, 須藤2017）。しかしながら、移行期前後のⅦ
層段階からⅤ層段階までの間には、各地で技術システ
ム・構造が異なる複数の石器群が同時並存する。旧くは
前半期石器群が残存し、新たに後半期的石器群が萌芽す
る、社会構造変革期の様相がうかがえる。この混乱した
状況を理解するためには、広域展開する石器群に段階内
細分を設定し、その並行関係と変遷過程について、社会
静態学的解釈が求められよう。
　以上のことから、本論では段階内細分編年観を採用す
る。前半期後葉大型石刃石器群については、前述の年代
と後述する石器群の帰属時期、技術構造から判断して、
前半期－後半期移行前夜のⅦ層上部からⅥ層にかけて認
められる現象として位置づける。前後の時期の石器群と
のつながりについては本論後半で述べる。
２．前半期後葉大型石刃石器群の抽出
２－１．前半期後葉大型石刃石器群の石器群構造
　前半期後葉大型石刃石器群は、大型石刃と石刃製大型
尖頭形石器を特徴的に伴う石器群で、おおむねⅦ層から
Ⅵ層相当に帰属し、関東平野を中心とする東日本に一つ
のホライズンを形成する。ただし、層位的分解能に恵ま
れない地域においては、石器群の帰属時期を厳密に決定
し難い場合もある。北関東や下総台地東部の一群がこれ
に該当する。
　石器群の最大の特徴は、遺跡内に生産痕跡を伴わな
い大型石刃の頻出である。総じて石刃生産地点が乏し
く、接合資料を伴わない大型石刃が単独搬入する、搬入
石刃（角張・藤波1993）あるいは石刃サポート（国武
2004a;b）が顕著に認められる。また、後出的な要素と
して、石刃を石核として折断面から小石刃を剥離する下
総型石刃再生技法（新田1995）の存在も指摘されてい
る。いずれの場合においても、石器素材として有用な石
刃の携行により狩猟具生産の大半をまかない、持ち運ぶ
石材の軽量化と効率化を図る、広域遊動戦略の特徴が認
められる。以下、指標的な遺跡を参照しながら、遺跡間
変異を考慮した石器群の共通項を把握する。
後田遺跡（第１図上段）　利根川上流に位置し、暗色帯
中のAT極大層準に包含される。前半期後葉大型石刃石
器群の指標的な遺跡である。主たる石刃石材は近傍で産
出する黒色頁岩で、河川転石を用いた分割打面の周縁型
石刃生産（７・６）が認められる。これに黒色緻密質安
山岩の剝片・石刃生産が伴う。両石材の消費地点は南北
に分かれており、相補関係を持ちながら排他的に分布す
る。器種組成は、大型で基部加工形態の石刃製尖頭形石
器（１）と中・小型で基部が先鋭な側縁加工形態の尖頭
形石器（２・３）という構成をとる。前者は尖刃形態で
厚手大型の石刃を素材とし、素材形状を活かした定形的
な基部加工により、先鋭で厚みのある基部を作出する。
後者は石刃あるいは背面構成の整わない縦長剝片を素材
とし、素材形状を大きく変更する側縁ブランティング加
工により、先鋭な基部と先端部を作出する。これに石刃
端部にブランティング加工を施す「後田型台形様石器」
（４・６、佐藤1991: 32-38）を伴う。黒色頁岩の原産地
的消費段階を示すが、搬入石刃（６）を多く伴う点、極
少数の珪質頁岩製の中・小型の石刃（９・10）を伴う点
が、領域配置の特殊性をうかがわせる。
大上遺跡第3文化層（第１図下段）　利根川中流域に位
置し、AT包含層から約10cmの間層を挟んだ暗色帯上部
に包含される。主たる石刃石材は黒色頁岩で、多量の搬
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入石刃が認められ（21－23）、これに黒色緻密質安山岩
による補完的な石刃・剝片生産が伴う（19）。器種組成
は後田遺跡と同様の構成をとるが、中・小型で基部に抉
りが入る側縁加工形態の尖頭形石器が卓越する（13－
16）。台形様石器Ⅱ類（20、佐藤1988）が伴うほか、厚
手の石刃を折断し端部に樋状剥離を施す彫器ないし下総
型石刃再生技法関連資料（17－18）も認められる。利根
川上流に産出する黒色頁岩の中継地点的消費段階を示
す。多量の石刃と側縁加工形態の尖頭形石器が搬入され
る地点と、大型で基部加工形態の石刃製尖頭形石器の搬
入される地点が排他的に分布する点が注目される（第３
図左）。
東林跡遺跡（第２図上段）　利根川下流域の下総台地北
西部に位置し、第二暗色帯上半部に包含される。主たる
石刃石材は黒色頁岩で、多量の搬入石刃が認められる。
また、少量ながら流紋岩や硬質頁岩など、多様な石材の
搬入も認められる（31－32）。器種組成は後田遺跡と同
様の構成をとるが、基部先鋭な側縁加工形態の尖頭形石
器が卓越する（23－27）。多様な形態の両極石器（28・
29）が伴うほか、厚手の石刃を折断し端部に樋状剥離を
施す下総型石刃再生技法関連資料（30）も認められる。
剝片生産過程について、大塚宜明による詳細な分析（大
塚2017: 81-97）をまとめると、縦長・石刃生産、横長・
剝片生産、両極剥離による剝片生産の各工程が、搬入
品の大型石刃が各工程に石核素材を提供する形で連鎖し
ており、搬入石刃を基軸とする石材消費過程がうかがえ
る。両極剥離による徹底的な石材消費過程から、大上遺
跡第３文化層より消費段階の進行が認められ、僅かに伴
う硬質頁岩などの多様な石材構成からは、領域配置にも
差異を認め得る。
大門遺跡第４文化層（第２図中段）　荒川流域の武蔵野
台地北部に位置し、Ⅶ層上部に包含される。計17点の出
土石器のうち12点を搬入石刃と石刃製尖頭形石器が占
めており、極端な搬入地点的消費段階を示す（第３図
右）。器種組成は後田遺跡と同様の構成をとるが側縁加
工形態の尖頭形石器が低調である（33－36）。石刃石材
も黒色頁岩に偏り、後田遺跡や大上遺跡の部分的表出
を示す。同様の搬入地点は、同地域の打越KA地点Ⅶ層
（38－41）、藤久保東遺跡Ⅶ層（42－45）にも認められ
る。前者は大門遺跡と同様の構成を取り、後者は側縁加
工形態の尖頭形石器を伴う。
滝東台遺跡（第２図下段）　下総台地東部に位置する。
近接するA・B二つの石器集中地点から成り、AがⅨ層
上部からⅦ層、BがⅦ層上部からⅥ層中に包含される。
両者は層位差があり、接合個体を共有しないが、ともに
東北産硬質頁岩製石刃の顕著な搬入地点的消費段階を示
す。発掘調査が部分的であるため不確かな点も多いが同
時期に残された遺跡と推定される。器種組成は東林跡遺
跡と同様の構成を取り、基部加工形態と側縁加工形態の
尖頭形石器（46・48－50）に彫器ないし下総型石刃再生
技法関連資料（47）を伴う。関東平野外の遠隔地に産出
する東北産硬質頁岩の大型石刃（51）の集中的な搬入地
点的消費段階が注目される。
　以上の代表的な遺跡の内容をまとめると、これらの石
器群には下記の共通項が認められる。
①黒色頁岩や硬質頁岩の大型搬入石刃を特徴的に伴う。
②尖頭形石器は大型の基部加工形態と中・小型で基部が
先鋭な側縁加工形態を組成する。
③消費段階の進行に伴い搬入性が高まり下総型石刃再生
技法関連資料などを組成する。
　極めて広域遊動戦略的な特徴を有する石器群として前
後の石器群と区別される。また、石刃製大型尖頭形石器
を特徴的に組成する。特に大型の基部加工形態について
は、尖刃形態の素材の「厳選的活用としての基部加工技
術の運用」であり、側縁加工形態によるリダクション
的な技術運用と併せて、Ⅶ層段階に特徴的に認められる
技術構造を成すとの評価が与えられている（須藤2005: 
68）。また、基部加工形態と中・小型の側縁加工形態の
尖頭形石器は、北関東では共伴するのに対し、武蔵野台
地で基部加工形態、下総台地で側縁加工形態に分布の偏
在が認められ、古利根川を挟んだ両岸の「様式差」（角
張・藤波1993）も指摘されている。消費段階差と生態環
境差による領域配置を考慮した遺跡間変異の認識が重要
となろう。
　他方、台形様石器については減少傾向にありながら、
群馬県後田遺跡に代表される石刃を素材とする端部ブラ
ンティング加工の台形様石器が特徴的に認められ、石器
製作技術構造の石刃モードへの収斂が指摘されている
（佐藤1992: 175）。石器石材からみた遊動領域配置に
ついても、埋め込み戦略による石材獲得の中で、剝片モ
ードに係る石材獲得が石刃モードに係る石材獲得過程の
中に組み込まれ、石材消費地点も同様に石刃モードに剝
片モードが付随する形で認められることから、前半期的
二項性（田村1989）の解体と石刃モードへの収斂化が指
摘されている（国武2004b: 141-142）。
　石器製作の各場面において認められるこの石刃モード
への収斂化は、後続するⅥ層段階および後半期まで継続
する移行期前後の石器制作技術構造の通時的変化であ
る。しかしながら、当該石器群については、明確な石刃
製彫掻器が乏しく、後田遺跡の接合資料からは石材の浪
費による生産効率の低い石刃生産がうかがえる。したが
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5cm0
S=1/3
23. Rh 24. BSh
30. Rh 31. BSh 32. HSh
35. BSh
42. BSh
46. HSh 47. HSh 48. HSh 50. HSh
51. HSh
49. HSh
43. Tf 45. Ch38. BSh 39. BSh 40. BSh 41. BSh
44. BSh
33. BSh
36. BSh34. BSh 37. BSh
28. HSh 29. Cc
25. Ho 26. BSh 27. HSh
東林跡遺跡Ⅶ層：Ⅶ層下総台地北西部
大門遺跡第４文化層：Ⅶ層武蔵野台地北部
下総台地東部
藤久保東遺跡第Ⅶ層：Ⅶ層
打越遺跡 KA 地点Ⅶ層：Ⅶ層
滝東台遺跡：Ⅵ層
第２図　代表的な前半期後葉大型石刃石器群２ 
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って、後半期の東山系石刃石器群に代表されるような、
加工具まで含めたあらゆる石器生産を石刃モードに組み
込む典型的な石刃石器群とは異なる技術構造を有する点
に注意が必要である。
2―2．各地の前半期後葉大型石刃石器群
　前項で挙げた石器群の特徴から各地の同様の石器群を
抽出し、前半期後葉大型石刃石器群の共時構造を把握す
る。はじめに時間軸の分解能と独立性が高い愛鷹箱根山
麓の様相を確認し、厳密な帰属時期を把握する。以降、
東遷しながら関東平野各地を概観し、共時構造の展開と
地域ごとの石器群の機制を確認する。
愛鷹・箱根山麓（第４図上段）　BBⅢ層上部の西大曲
遺跡、BBⅡ層の初音ヶ原Ａ遺跡第２地点第Ⅲ文化層、
初音ヶ原Ａ遺跡第３地点第Ⅰ文化層、富士石遺跡Ⅻ文
化層、BBⅡ層上部の西洞遺跡b区などが該当する。石刃
はいずれの遺跡においても遺跡外搬入的様相を示す。
大型尖頭形石器には基部加工形態と側縁加工形態が認め
られ、これらに抉りの発達する中・小型の側縁加工形態
が共伴するが、側縁加工形態が卓越する。基部加工形態
（65）を伴う西洞遺跡b区は、出土層位がやや上位にま
とまる。一方、時期的に先行する西大曲遺跡では、基部
加工形態に中・小型の側縁加工形態が共伴するが、他の
遺跡に比べ相対的に非定型的であり、素材の背面構成も
安定しない。層位差は明確ではないが、初源的様相を想
定し得る。石刃石材はホルンフェルスが大半であり、地
域内に産出する富士川系ホルンフェルス（池谷2018）が
想定される。
相模野台地　明確な石器群は認められない。B3層下部
の橋本遺跡Ⅵで中・小型の抉りが発達する側縁加工形態
の尖頭形石器が確認されるが、横打剝片を素材としてお
り技術構造が異なる。
武蔵野台地（第４図中段）　Ⅶ層に帰属する大門遺跡第
４文化層、打越遺跡KA地点Ⅶ層、藤久保東遺跡Ⅶ層、
もみじ山遺跡Ⅶ層、西国分寺駅前広場地区第４文化層な
どが該当する。
　台地北部の荒川流域で各種要素が顕在化する。石刃製
大型尖頭形石器には基部加工形態と側縁加工形態が認め
られ、これらに基部の抉りの発達する中・小型の側縁加
工形態が共伴する、典型的な構成をとる。石刃はいずれ
の遺跡においても遺跡外搬入的様相を示す。
　台地中央部では鈴木遺跡に類例が確認されるが、全容
を判断できる報告書が未刊行のため詳細は不明である。
　台地南部の多摩川流域では、構造が一部潜在化する。
西国分寺駅前広場地区第４文化層では石刃製大型尖頭形
石器が欠落し中・小型の基部が先鋭な側縁加工形態のみ
第３図　前半期後葉大型石刃石器群の検出状況（左：大上遺跡第３文化層、右：大門遺跡Ⅶ層）
スケールは両図ともに S=1/500
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第４図　各地の前半期後葉大型石刃石器群１ 
5cm0
S=1/3
初音ヶ原 A遺跡第２地点第Ⅲ文化層
：BBⅡ層（52 は埋没谷出土）
西国分寺駅前広場地区第４文化層
：Ⅶ層上部
羽根沢台遺跡
第Ⅶ文化層
：Ⅶ層下部
初音ヶ原 A遺跡第３地点第Ⅰ文化層
：BBⅡ層
愛鷹箱根山麓
武蔵野台地中央・南部
下総台地北西部
富士石遺跡Ⅻ文化層
：BBⅡ層
菅原神社台地上遺跡Ⅶ・Ⅵ文化
：Ⅵ層
市野谷向山遺跡第２文化層：Ⅶ層
北海道遺跡第３文化層：Ⅶ層上部 富士見町第３文化層：Ⅶ層復山谷遺跡第１文化層：Ⅶ層
堂々谷戸遺跡第Ⅳ文化層
：Ⅵ層
西大曲遺跡 BBⅢU：BBⅢ層上部 西洞遺跡 b区
第Ⅱ黒色帯上部文化層
BBⅡ層上部
52. Ho
59. Ho 60. Ho 61. Sh
66. BSh
74. SSh
81. BSh
86. Sh 87. SSh
89. Sh 90. Sh
91. Sh
92. BSh
93. BSh
95. BSh
94. BSh
88. Sh
82. HSh 83. GAn 84. HSh 85. BSh
75. SSh 76. SSh 77. SSh 78. Ob 79. Ob 80. Ob
67. Sh 68. Ch 69. Sh
70. Ob 72. Ob
71. Sh 73. Sh
62. Sh 64. Sh63. Sh 65. Sh
53. Ho 54. Ho
55. Ho 56. Ho 57. Ho 58. Ho
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が認められる。羽根沢台遺跡で多出する中・小型の基部
の抉りの発達する側縁加工形態は、遺跡内で多量消費
される信州産黒曜石で製作され、弧状一側縁加工のナイ
フ形石器の範疇に含めるのが整合的であろう。他方、Ⅵ
層に帰属する資料では、台地中央部の菅原神社台地上遺
跡Ⅶ・Ⅵ層文化層および台地南部の堂々谷戸遺跡第Ⅳ文
化層において、基部加工形態と側縁加工形態が認められ
る。しかし、信州産黒曜石や東北産硬質頁岩を遺跡内で
消費し石刃を生産することから、台地北部の石器群とは
構造的差異が認められる。当該石器群と連続性を保ちつ
つ後続するⅥ層段階の様相として評価し得る。
下総台地（第２図、第４図下段–第5図中段）　東林跡
遺跡Ⅶ層、市野谷向山遺跡第２文化層、北海道遺跡、富
士見町遺跡第３文化層、復山谷遺跡第２文化層、成田空
港関連遺跡、滝東台遺跡Ⅶ層、大網山田台No.6遺跡、押
沼第１遺跡第１文化層（P8-Bブロック）、草刈遺跡西
部地区などが該当する。各地に消費段階を反映した多様
な石器群が残される。
　台地北西部（第２図上段、第３図下段）で各種要素が
顕在化し大規模な遺跡が残される。先述した東林跡遺跡
第２文化層や市野谷向山遺跡第２文化層が指標的であ
る。石刃製大型尖頭形石器には、基部加工形態（23・
24, 84・85）と側縁加工形態（25・26）が認められ、こ
れに基部先鋭な中・小型の側縁加工形を伴う典型的構成
をとる。大規模な遺跡を形成するが、石刃は遺跡外搬入
的様相を示す。これに一般剝片生産に係る石材消費地点
が付随する。東林跡遺跡の大型石刃を石核とする剝片剥
離工程の接合資料は、後出的要素である下総型石刃再生
技法との関連を示唆する。他方、石刃製大型尖頭形石器
が欠落した基部の抉りの発達する中・小型の側縁加工形
態が多出する例（北海道遺跡、富士見町遺跡第３文化
層）、下総型石刃再生技法関連資料が認められる例（復
山谷遺跡第１文化層）など消費段階内での細分変異を示
す一群も認められる。
　台地北部および東部（第２図下段、第５図上段）は、
層位的分解能が低いため石器群の細分に課題を抱える
が、大網山田台No.8遺跡や滝東台遺跡が指標的である。
東北産硬質頁岩の顕著な遺跡外搬出的様相を示す。基
部加工形態と側縁加工形態の超大型石刃製尖頭形石器
（46）が認められ、基部が非先鋭な中・小型の側縁加工
形態を伴う。厚手大型の石刃を素材とする下総型石刃再
生技法関連資料が特徴的に認められる。台地北部の成田
空港関連遺跡では、大型石刃製尖頭形石器が欠落し、下
総型石刃再生技法関連資料を顕著に伴う例が認められる
（96－98）。台地北部の荒野前遺跡は、中・小型の側縁
加工形態の石刃製尖頭形石器に下総型石刃再生技法関連
資料（105・106）が伴うが、基部の整形が異なり、小形
薄手の剝片製ナイフ形石器（100・101）も伴う。当該石
器群と連続性を保ちつつ後続するⅥ層段階の様相として
評価し得る。
　台地南部（第５図中段）では、構造が一部潜在化す
る。押沼第１遺跡第１文化層（P8-Bブロック）では、
抉りが発達する側縁加工形態の尖頭形石器のみが認めら
れる。大規模な集中地点を構成するが、遺跡外搬入的様
相を示し多様な石材で構成される。北西部の北海道遺
跡に対比される。押沼大六天遺跡第１文化層（C3－Aブ
ロック）では、基部加工形態の石刃製大型尖頭形石器
（114・115）と中・小型の側縁加工形態（112・113）が
認められる。ただし、同遺跡は石刃石材を遺跡内で多量
に消費し石刃を生産するため（116・117）、台地内の他
遺跡とは技術構造大きく異なる。出土層位の幅が広く帰
属層位の判断は難しいが、前半期後葉大型石刃石器群の
範疇に含まれず、前時期の所産である可能性が高い。Ⅵ
層に帰属する草刈遺跡C区（C16-Aブロック）では東北
産頁岩製石刃の遺跡外搬入と中・小型で側縁加工形態の
尖頭形石器、下総型石刃再生技法関連資料（120）が認
められる。
利根川上・中流部（第１図、第５図下段、第６図）　後
田遺跡、勝保沢中ノ山遺跡、大上遺跡第３文化層、書上
遺跡第３文化層、上武道路関連遺跡などが該当する。た
だし、層位的分解能の限界から、時期的に前後する石器
群の混在も想定される。既に詳細を述べた後田遺跡と大
上遺跡についてはここでは省略するが、原産地近傍遺跡
でありながら搬入石刃を多数伴う点、基部加工形態の大
型石刃製尖頭形石器が独立的な搬入形態を示す点を再度
強調しておく。
　勝保沢中ノ山遺跡では、側縁加工形態が欠落し、基部
加工形態の石刃製大型尖頭形石器（123・124）に、石刃
素材の剝片石核（125・126）、台形様石器（121・122）
を伴う。石器集中の分布が石刃搬入地点と剝片生産地点
が分離する前半期的二項モード（田村1989）を呈するこ
とから、前段階的様相としても評価され得る。
　書上遺跡第３文化層は、暗色帯からAs-BP Group包含
層まで広がるが、斜面を除くⅠ区北側を対象とし暗色帯
上部に帰属するものとして扱う。器種組成は、基部加工
形態の石刃製大型尖頭形石器（129・131）と側縁加工形
態（128）が認められる。大上遺跡とは逆転した様相を
示し、中・小型の側縁加工形態（127）は低調である。
主たる石刃石材は黒色頁岩で遺跡外搬入的様相を示す。
　上部道路関連遺跡には暗色帯からAT包含層にかけて
多数の遺跡が確認されるが、時期判断が難しいため、こ
こでは上泉唐ノ堀遺跡第２文化層と富田西原遺跡を例と
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第５図　各地の前半期後葉大型石刃石器群２
5cm0
S=1/3
宮内遺跡：Ⅶ層
荒野前遺跡第３文化層：ⅦｰⅥ層
押沼第１遺跡第１文化層（P8-B ブロック）：Ⅶ-Ⅸ層
押沼大六天遺跡
第１文化層（C3-A ブロック）：Ⅶ-Ⅸ層
草刈遺跡
第５文化層（C16-A ブロック）
：Ⅵ層
勝保沢中ノ山遺跡 A･B 区
：暗色帯上部
香山新田中横堀 A地点第６集中：Ⅶ層
下総台地北部
下総台地南部
利根川中・上流域
96. HSh
100. Ob
101. Ob 102. HSh 103. HSh 104. HSh 105. HSh 106.HSh
111.Sh
112.Tf 113.Tf 114.Tf 115.Sh
116.Sh
117.Sh
118.HSh 119.HSh 120.HSh
121.GAn
124.BSh 125.BSh
126.BSh
122.GAn 123.SSh
110.Ch109.Sh108.Sh107.Ho
97. HSh 98. HSh 99. HSh
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第６図　各地の前半期後葉大型石刃石器群３ 
して挙げる。上泉唐ノ堀遺跡第２文化層では、基部加工
形態が欠落し、中・小型で側縁加工形態の尖頭形石器
（131・135）が卓越する。また、単独石材の珪質頁岩石
刃製彫器（136）を伴う。主たる石刃石材は黒色頁岩で
遺跡外搬入的様相が限定的石刃生産とこれに黒色緻密安
山岩の大量消費による剝片生産が伴い大規模な遺跡を形
成する。大上遺跡に対比される。富田西原遺跡も、基部
加工形態が欠落し、小型で側縁加工形態の尖頭形石器
（139・142）が認められる。珪質頁岩による両極石器核
や彫器を伴う。上部道路関連遺跡の一群は、帰属層位の
判断が難しく、基部加工形態の尖頭形石器を欠くため、
前半期後葉大型石刃石器群の範疇に含め得るかは検討を
要する。なお、利根川最上流の善上遺跡については、当
該石器群と同段階に位置付け、黒色頁岩消費の初期段階
として評価される事が多い（国武2004b、大塚2017）。
しかし、相対的に非定形的な尖頭形石器、角礫素材を素
材とする石刃接合資料の特異性、超大型の石斧を伴う点
から、判断は慎重を期すると考える。
　以上の各地の石器群の内容をまとめると、以下の共通
点と遺跡間変異が認められる。
①前半期後葉大型石刃石器群は愛鷹箱根山麓から関東地
方東部まで広範な地域に認められ、頁岩類の硬質な石
材による石刃製刺突具を基本とする。
②基部加工形態と側縁加工形態の尖頭形石器には共伴例
／非共伴例が認められ、消費段階の進行が顕著な遺跡
では特にその傾向が強い。
③両者には地域的偏在傾向が認められ、特に基部加工形
態の大型石刃製尖頭形石器は、関東南部や愛鷹箱根山
麓などの太平洋沿岸では潜在化する。
　これらの遺跡間変異は、石材消費段階の進行に合わせ
て、基部加工形態と側縁加工の共伴状態から、側縁加工
形態の卓越へと変化するリダクションの進行として評価
し得る。しかし、遺跡間変異の中での両者の排他的関係
や、基部加工形態単独の搬入状態での出土例、愛鷹箱根
山麓における僅かな時期差からは、両者にリダクション
の進行に単純化できない構造差も想定し得る。
5cm0
S=1/3
上泉唐ノ堀第２文化層：暗色帯
富田西原遺跡：暗色帯上部
利根川中流域
131.BSh
133.Rh
139.BSh 140.BSh 141.SSh 142.BSh 143.BSh
144.BSh
145.BSh
134.SSh 135.GAn 136.SSh 137.BSh 138.BSh
132.BSh
書上遺跡第３文化層Ⅰ区北側 (1-11 ブロック）
：暗色帯上部
129.Ch127.BSh 128.BSh 130.BSh 131.BSh
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　なお、下総台地で東北産硬質頁岩を利用する一群が確
認されることから、由来地である東北地方においても、
対応する石器群の存在が仮定されよう。しかし、東北地
方の前半期石刃石器群は、一貫して硬質頁岩の大量消費
による基部加工尖頭形石器に特徴付けられ、側縁加工尖
頭形石器を有する関東平野と技術構造が大きく異なる。
一部、AT下位の東山系石刃石器群として理解されてい
る一群に構造的近似を認め得るが、明確な石刃製掻器を
伴う点から技術構造が異なるため、判断は難しい。
　また東北地方では、こうした石器群が後半期まで継
続し、AT上位の東山系石刃石器群との混在も想定され
る。層位的分解能の低さから時間的妥当性をもって前半
期後葉大型石刃石器群を抽出することは困難である。し
かしながら、前半期後葉大型石刃石器群に指標的な基部
加工形態の大型石刃製尖頭形石器は、東北地方の技術伝
統との関係性を想定し得るものであり、石刃に収斂する
技術構造もまた東北地方のそれに関連性を見いだし得
る。したがって、東北地方における並行石器群の設定
は、前半期後葉大型石刃石器群の出現過程を考える上で
未解決の重要な課題である。
３．前半期後葉大型石刃石器群の位置付け
３－１．既往研究の確認
　では、以上をふまえて、前半期後葉大型石刃石器群
は、前後の石器群と如何なる脈絡の中で理解され得るで
あろうか。まず、関連する既往研究を参照し論点を整理
する。ただし、冗長な網羅的参照を避けるために、特に
関連性が高い国武貞克による石材運用戦略と居住行動に
関する研究（国武2004a;b;2005）と須藤隆司による石刃
製作技術の系統性に関する研究（須藤2005;2016;2017）
を参照し、前半期後葉大型石刃石器群の出現過程の理解
に向けた分析視座を検討する。
　国武貞克は、「下野－北総回廊」の石材産地の探求と
石材消費過程の分析に基づき、前半期石刃石器群の石器
群変遷を、一貫した生業の予測可能性の高まりと石刃製
刺突具の需要増加を背景とする遊動戦略の変化として評
価した（国武2004b;2005）。本論に関連する時期につい
ては、Ⅸ層上部Ⅶ下部段階までに移動領域が拡大し、こ
れに後続してⅦ層上部段階に生業領域の拡大が起こり放
射的な居住行動と領域配置が確定、その後、放射的の配
置された作業地点の生業戦略上の価値の相対的上昇によ
り生業領域が縮小し資源開発が活発化、Ⅵ層段階石器へ
と変容する、という行動論的説明を与えている（国武
2004: 218-248）。移動領域と生業領域の拡大に伴う技術
構造の石刃モードへの収斂など、前半期の石器群変遷を
解釈する上で重要な視点が提示されている。
　他方、下総台地の領域配置に基づく行動論的解釈で全
てを説明し得るか否かが問題となろう。国武の研究は、
二極構造提唱（佐藤1988;1992）以前の段階発展進化論
的パラダイムに対するアンチテーゼとして、生態適応
的行動論解釈の集大成として評価できる一方、他地域
の石器群との系統的な関係の評価についても消極的であ
り、また、生業戦略について石材獲得行動への過度な意
味づけがうかがえる。特にⅦ層段階からⅥ層段階への変
化について、生業戦略の蓄積による生業領域と技術構造
の連続的変化として説明し、石材交換的現象について西
部関東的固定概念として否定的見解を示している（国武
2004b: 244－248）。石材資源の非移動性／非変動性と
生業における副次的役割を考えれば、石材獲得行動が遊
動の第一義目的となるとは考え難い。遊動型先史狩猟採
集民は、生態的・技術的・社会的構造が未分化な複合的
システム（渡辺1990）を有すると考えられる。したがっ
て、前半期後葉大型石刃石器群が、社会構造が変動する
移行期前夜に特徴的かつ広域に展開する点、大型基部加
工尖頭形石器や後田型台形様石器などの特徴的な器種が
確認される点を考慮すれば、遠隔地石材あるいは長狭優
美な大型搬入石刃の遺跡内存在については、石材資源獲
得に係る行動原理のみならず、生態環境に対処する生態
適応的行動を含意したうえでの文化社会的適応としての
行動原理も検討する必要があろう（佐藤1992: 290）
　一方、須藤隆司は、一貫して石刃製作技術の系統性に
関する研究（須藤2005;2016;2017）を続けている。須藤
は、基部着柄尖頭具としてのナイフ形石器の東北地方と
関東平野の形態差について、歴史的に要請される狩猟具
の規格に対する石材環境差による技術構造開発の差異と
して説明し（須藤2005）、これを前提とした石刃製作
技術系統の分析により、内部革新と集団接触を分別した
「真性な」石刃製作技術の成立過程を説明している（須
藤2017）。本論に関連する時期については、基部加工形
態の大型石刃について、尖刃形態の素材の「厳選的活用
としての基部加工技術の運用」とそれを補完する側縁加
工形態という技術構造を成す（須藤2005: 68）という指
摘や、東北集団との接触による関東平野に存在しない技
術構造の出現（須藤2016）などの重要な視点が提示され
ている。こうした須藤の研究は、関東地方と東北地方を
横断的に網羅する石器製作技術の変遷過程に関する研究
として評価される。
　一方で、各種調整技術により定義される石刃製作技術
が石器群の加担者の文化的側面の指標にまで昇華し得る
かという定型句的反論に対する回答が求められよう。各
種石刃生産技術は前半期初頭に全て出揃うという指摘
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第７図　前半期の状況適応的・石材適応的石刃生産技術
（田村1989: 3）がそのまま当て嵌まらないとしても、
システム化された石刃生産技術もまた、石材適応あるい
は状況適応的な技術の選択的発現という性格を帯びる
（第７図）。特に関東平野の前半期段階の石刃生産技術
は総じて生産効率が低く、状況適応的側面が強いと考え
られる。むしろ搬入石刃が顕在化するⅦ層段階について
は、石器製作行為よりも選別搬入・搬出行為が、その後
の遊動の各場面での器種製作や生業戦略、技術構造を規
定する重要な因子として想定される。技術の系統関係か
ら集団接触を議論するためには、まずは石刃生産技術と
石刃運用形態について、領域配置と生態環境差による遺
跡間変異を標準化した評価が前提として求められる。
３－２．分析視座
　ここまでの石器群の抽出と研究史の理解を踏ふまえ
て、本論の分析視座を提示する。
①複数の技術システム・構造が先後関係を持ちながら並
存する前半期－後半期移行期前後の石器群の歴史的変
遷過程の解明にむけた、段階内細分の設定と地域横断
的な共時構造の把握
②石器群に認められる諸現象について、広域遊動戦略を
背景とする生態適応的あるいは行動論的側面と、集団
接触による社会文化的側面の分別
③広域遊動戦略の結果として石器群に認められる領域配
置差・生態環境差による遺跡間変異を標準化し、地域
を横断的に比較するための分析概念
　③は①と②を実証的に分析するための方法論的な課題
として挙げられる。特に、前半期石刃石器群の資料状況
に即すれば、当該期を通して認められる搬入石刃の選好
性の分析が重要となろう。既存の器種分類や精製・粗製
などの離散的評価では対応できず、個々の資料の形態比
較分析に係る形態情報の連続量の評価が求められる。し
かしながら、その分析手法については未だ試験的検証段
階にある（渡邊・佐藤2016）。よって、予察段階にある
本論では、生態的・技術的・社会的適応構造が成す複合
的システムを射程に入れた石器群の細分段階変遷案と前
半期後葉大型石刃石器群の仮説的な位置付けを提示し、
今後の分析の基軸としたい。
３－３．前半期石刃石器群の変遷過程
　前章同様、時間軸の分解能が高い愛鷹箱根山麓の地域
細別編年を基軸として前後の石器群を概観する。ただ
5cm0
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し、冒頭に述べたように、地域細別編年と広域段階編年
とでは変化の移相の原理が異なるため、愛鷹箱根山麓の
石器群変遷過程をそのまま他地域に敷衍することはでき
ない。共時構造の抽出とその広域展開によるホライズン
の探索が求められるが、本論は未だ予察段階にあり、層
序対比の分解能を越える共時構造抽出に係る整合性を担
保する基準について、方法論的課題を抱えている。よっ
て、ここで提示する石器群の変遷過程の認識は、あくま
で仮説段階にあり、今後十分な検討を要することを注意
しておく。また石器群の帰属時期は、相対的な先後関係
を保ちつつ一部重複する点も注意しておく。
Ⅹ層上部Ⅸ層下部段階　前半期石刃石器群に先行する段
階として、愛鷹BBⅤ－BBⅣ期に認められる精製の台形
様石器Ⅱ類と石斧を伴う石器群が広域に展開するホライ
ズンを形成する。これは田村隆により端部整形石器のス
タイルゾーン（第８図、田村2001）として指摘されたも
のであり、同じく当該期に広域に認められる神津島産黒
曜石、いわゆる環状ブロック群の頻出と併せて、何らか
の広域ネットワークの存在を示唆するものである。
　ただし、以後の石器群に認められるような、広域遊動
戦略的特徴をこれらの石器群に見出すことはできない。
むしろ、当該石器群には、行動論的解釈よりも、「広域
的な社会的かつ政治的な関係によって結ばれたネットワ
ーク並存空間」（田村2001: 43）を想定する社会生態学
的解釈が求められよう。行動論的な理解とは別種の原理
による石器群分析が求められる。
Ⅸ層下部Ⅸ層中部　愛鷹SCⅢb2－s2期に認められる周
縁型石刃生産技術の確立が、広域には先行する時期に認
められ上記石器群に後出する。下総台地の仲ノ台遺跡、
武蔵野台地の西国分寺駅前広場地区第５文化層などに代
表される。また当該石器群に先行あるいは並存し、台形
様石器と石刃・縦長剝片が二極構造を呈する石器群が、
Ⅸ層下部からⅨ層上部段階にかけて各地に多数認められ
る。下総台地の中山新田Ⅰ遺跡、武蔵野台地の下里本邑
遺跡Ⅸ層などに代表されるが、愛鷹箱根山麓には顕著な
類例が認められない。周縁型石刃生産技術の確立による
石刃の安定組成の開始と前半期的二極構造に特徴付けら
れる。細分の可能性を十分に残しつつⅨ層段階に長期的
なホライズンを形成する。
Ⅸ層上部Ⅶ層下部　愛鷹SCⅢb1－s1期、BBⅢ下部－中
部期層に認められる弧状一側縁加工のナイフ形石器を顕
著に伴う石器群が広域に展開するホライズンを形成す
る。幅広の石刃／縦長剝片の一側縁全体にブランティン
グ加工を施し、素材形状を大きく変更して基部と先端部
を整形する石器である。Ⅸ層下部に出現が認められ、通
時的に存在する石器である（佐藤1992）が、当該期に集
中的な石器製作地点が顕著に認められる。下総台地の腰
山遺跡、原山遺跡、鷺山入遺跡、武蔵野台地のサガヤマ
遺跡第１文化層、嘉留多遺跡、羽根沢台遺跡、野水遺跡
第３文化層などに代表される。利用石材は、下総台地で
高原山産黒曜石、武蔵野台地や愛鷹箱根山麓で柏峠産黒
曜石など、夾雑物が多く入る黒曜石が多用される傾向に
ある。当該石器群には、利用石材からみた領域配置が異
なるA・Ｂの２群が存在する。A群は原山遺跡、鷺山入
遺跡、サガヤマ遺跡などの地域外の石材を大量消費する
石器群である。これについて、国武貞克は、優良な石刃
石材獲得に係る往還経路上で副次的に獲得可能なバック
アップ石材を消費する点を指摘し、遊動領域の拡大傾向
と石刃製刺突具の需要増加に適応した石材運用戦略の表
出として評価している（国武2004: 59）。一方、Ｂ群は
愛鷹箱根山麓の土手上遺跡や下総台地の腰巻遺跡のよう
に地域内の石材を大量消費する石器群である。特に愛鷹
箱根山麓のB群は定着性の高い陥し穴を伴う点からも、
A群と相反する定着的な居住行動を想定せざるを得な
い。武蔵野台地北縁部で柏峠黒曜石を大量消費するA群
が認められるため、愛鷹箱根山麓は関東を中心とする旧
石器集団の遊動領域に組み込まれているのは確かであろ
第８図　端部整形石器のスタイルゾーン
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う。しかし、両群の並存と愛鷹箱根山麓の独自性は共時
構造設定の整合性に関わる重要な課題であり十分な検討
を要する。
　Ⅸ層上部からⅦ層下部にかけての石器群に係る問題は
これだけではない。関東平野で石刃に多用される黒色頁
岩原産地を擁する北関東西部においては、弧状一側縁加
工のナイフ形石器は、天引狐崎遺跡や白岩民部遺跡第Ⅱ
文化層に類例が認められるが、南関東のように技術組
成の偏在的表出は認められない。これは東北地方も同様
である。当該石器群が石刃石材の不足を補う臨機的性格
を有することから、石刃石材産地近傍においては技術構
造が潜在化すると考えられる。そこで、段階内細分にお
ける空白地帯を埋める石器群として、北関東東部の磯山
遺跡に代表される、石刃と台形様石器Ⅱ類（ペン先型ナ
イフ型石器）を伴う石器群を挙げ、当該石器群に並存し
ながら異なる技術組成を表出する例として評価したい。
大上遺跡第４文化層や磯山遺跡に代表される。台形様石
器Ⅱ類は先鋭な刃部と基部加工に特徴付けられ、北関東
や東北地方に偏在的に分布し、Ⅸ層段階に出現し、Ⅶ
層段階にかけて特殊発展が認められる（佐藤1992: 174-
176）。いわゆる磯山技法（芹沢編1977）のように、河
原転石に適応した粗製石刃生産技術（田村1989, 国武
2004）が認められる点に着目したい。
　以上、いささか強引ではあるが、遊動領域拡大期の領
域配置を反映した臨機的性格の共有を積極的に評価し、
弧状一側縁加工のナイフ形石器を顕著に伴う石器群と石
刃を共伴する台形様石器Ⅱ類（ペン先型ナイフ型石器）
を伴う石器群をⅨ層上部Ⅶ層下部にかけて広域に展開す
るホライズンを形成する共時構造と仮定する。ただし、
重要な検討課題をいくつも抱えており、ホライズンの設
定には慎重な検討を要することを再度強調しておく。
Ⅶ層上部　愛鷹BBⅢ上部－BBⅡ期に認められる前半期
後葉大型石刃石器群がⅦ層上部からⅥ層にかけて広域に
展開するホライズンを形成する。詳細はすでに述べてい
るため省略するが、ここで前時期の石器群との構造的近
似と差異について確認しておく。
　両石器群は共に広域遊動戦略的特徴を有し、不足する
石刃石材をブランティング加工により補うという点で共
通する技術構造を持つ。しかし、前半期後葉大型石刃石
器群は、石刃石材の補給は石刃モード内でのリダクショ
ンにより賄われ、技術構造全体が石刃モードに収斂する
という点で前時期と異なる。また石刃性刺突具の顕著な
大型化、各小地域内で認められる顕著な遺跡間変異もこ
の時期に特異な点である。石器群の帰属時期は確実に後
出することから、Ⅸ層上部Ⅶ層下部の共時構造と分離さ
れ得ると考える。
Ⅵ層段階　前半期後葉大型石刃石器群を一部残しつつ、
NL－BBⅠ期に認められる小型剝片製ナイフ形石器を伴
う石器群が広域なホライズンを形成する。一方、各地で
異なる技術構造が顕在化し、後半期的様相が展開し始め
る。詳細は別稿に譲ることとするが、超遠隔地石材の集
中的消費、定型的な彫掻器の出現、武蔵野台地や相模野
台地における信州産黒曜石の多用による「真性の石刃技
法」の確立、利根川流域の北関東および下総台地におけ
る楔形石器の大規模消費、愛鷹箱根山麓における石刃石
器群の潜在化などが挙げられる。急速な構造転換と多様
な石器群の表出に特徴付けられる。
　表現形態が近似する石器群については先後の時間的整
合性の確保が困難にならざるを得ない。特に、いわゆる
「東山系石器群」の影響を受けた石器群と、前段階から
継続する前半期後葉大型石刃石器群の混在が問題となろ
う。「東山系石器群」は前半期後葉大型石刃石器群と
同様に大型石刃と基部加工尖頭形石器を指標とし石器群
の構成も近似するが、明確な掻器を伴い技術構造も異な
る。関東地方における層位的な出土例からすれば、石器
群の出現は前半期後葉大型石刃石器群が先行すると考え
られる。しかし、層位的分解能が段階を細分するに十分
でない地域、すなわち東北地方や北関東、下総台地東部
においては、層位的重複と指標的石器の近似による石器
群の混在を回避できない。
　以上、本論では、段階内細分の整合性確保に課題を残
しつつ、前半期石刃石器群について、以下の変遷過程を
仮定する（第９図）。
Ⅸ層下部中部段階：精製の台形様石器Ⅱ類と石斧を伴う
石器群に並存・後続する前半期二極構造を呈する周縁
型石刃石器群石器群
Ⅸ層上部Ⅶ層下部段階：遊動領域拡大期の領域配置を反
映した臨機的性格を有する石器群（弧状一側縁加工の
ナイフ形石器を顕著に伴う石器群＋石刃を共伴する台
形様石器Ⅱ類を伴う石器群）
Ⅶ層上部段階：前半期後葉大型石刃石器群
Ⅵ層段階：小型剝片製ナイフ形石器を伴う石器群、後半
期的様相を示す多様な石器群
４．前半期後葉大型石刃石器群の出現過程
　以上の変遷過程の認識をふまえ、Ⅶ層上部段階の前半
期後葉大型石刃石器群の出現過程を予察する。当該石器
群は、前半期／後半期移行期という脈絡の中で、如何な
る歴史的解釈を与え得るであろうか。近年研究が進む高
解像度の古環境変遷史（工藤2012, 吉川2016・2018）を
参照し石器群の変遷過程との対応関係を推測する。
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1. 向田 A SCⅢ層、2-3. 中山新田Ⅸ下層、4. 草刈六之台Ⅸ中層、5. 西国分寺駅前広場地区Ⅸ中層、6. 中見代第Ⅱ SCⅢb1 層、7. 中見代第Ⅰ SCⅢb1 層、8. 中見代第
Ⅰ BBⅢ層、9. 富士石 BBⅢ層、10. 土手上 BBⅢ層、11. 清水柳北中尾根 BBⅢ層、12-13. サガヤマ第１Ⅸ上層、14. 嘉留多Ⅶ下層、15. 騎兵山Ⅸ上層、16-17. 原山Ⅸ上
層、18-19. 鷺山入Ⅸ層、120. 分郷八崎暗色帯、21-22. 磯山暗色帯、23. 西洞 b BBⅡ層、24-25. 初音ヶ原 A第２BBⅡ層、26. 西国分寺駅前広場地区Ⅶ層、27. 打越 KA 
Ⅶ層、28. 大門Ⅶ層、29-30. 東林跡Ⅶ層、31. 北海道Ⅶ層 ,32. 押沼第１Ⅶ-Ⅸ層、33-34. 滝東台Ⅵ層、35-36. 大門３文暗色帯、37-38. 後田暗色帯
弧状一側縁加工のナイフ形石器群＋石刃を共伴する台形様石器Ⅱ類石器群
前半期後葉大型石刃石器群
前半期二極構造を呈する周縁型石刃石器群石器群
Ⅸ層下部中部段階
Ⅸ層上部Ⅶ層下部段階
Ⅶ層上部
Ⅵ層段階
SC
Ⅲ
b1
層
下
限
：
32
.9
ka
BB
Ⅲ
層
上
限
：
31
.6
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限
：
29
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* 年代値は愛鷹箱根山麓の較正 C14 年代値（三好 2018）を参照
下総台地愛鷹箱根山麓 武蔵野台地 北関東
第９図　前半期石刃石器群の変遷過程
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　冒頭で述べたように、当該石器群の帰属時期は、温暖
なMIS3から寒冷なMIS2へと移行する、気候環境の変動
期の最終段階に相当する。第10図は中国・フールー洞窟
の石筍の酸素同位体変動に基づく気候変動サイクルと年
代の対応関係を示した図である（工藤2012）。列島の後
期旧石器時代前半期（36,000-30,000calBP）は、GI8の立
ち上がりの温暖期に始まり、以降、1,000-2,000年単位で
温暖期と寒冷期を繰り返す急激な気候変動サイクルの中
を継続し、GI5後の長期に渡る寒冷化のピークにATの降
灰、すなわち後半期社会への移行期を迎える。中でも当
該石器群の帰属時期（31,000-30,000calBP）は、最終段
階の寒冷期に相当し、野尻湖湖底堆積物に見る花粉分析
データでも、AT直下で落葉広葉樹林が10%以下まで減
少するため、前時期に比して寒冷な気候が卓越していた
と推測される（同: 54）。
　こうした気候変動サイクルと共に、花粉分析データと
高精度放射性炭素年代測定値に基づく地域毎の植生変遷
史（吉川2016）は、前半期後葉大型石刃石器群の出現過
程を考える上で示唆的である。第11図のAT直前の関東
地方北部と東北地方南部の植生変化が注目される。約
33,000－32,000 calBPを境に両地域では冷温帯性落葉広
葉樹林が縮小して亜寒帯性針葉樹林が拡大し始め、AT
直前で東北北部や信州と同様に亜寒帯性針葉樹林が卓越
するようになる。一方、南関東では、AT降灰後も冷温
帯性落葉広葉樹林を多く伴う植生が続き、後半期を通し
て針広混交林が残存する。すなわち、AT降灰前の関東
平野は、外縁部が時間差をもって信州および東北地方の
寒冷な亜寒帯性針葉樹林に同化していく中、南関東は依
然として温暖な冷温帯性落葉広葉樹林を多く伴う針広混
交林が残存しレフュジアと化す、という植生配置が想定
される。
　以上の環境変遷史の中で、Ⅶ層段階（32,500－30,000 
calBP）は、AT降灰期をピークとする寒冷気候の進行に
伴い、各地の生態環境が時間差を以って変化していく変
動期と推測される。そして、前半期後葉大型石刃石器群
が出現するⅦ層上部段階には、主たる石刃石材を擁する
北関東が、先行して寒冷化する東北・信州に取り込まれ
る形で南関東と分離する。前半期後葉大型石刃石器群
が、冷温帯性落葉広葉樹林のレフュジアと化す南関東で
は、多様な消費地点が残されると共に、小地域単位で領
域配置の異同と石器群構造の部分的表出、潜在化と偏在
化が認められる点は興味深い。ここで古環境データと石
器群編年の対応関係を積極的に評価し、前半期石刃石器
群の変遷過程の解釈を試みる。
Ⅸ層下部中部段階：比較的温暖なMIS3の生態環境化で
端部整形石器のスタイルゾーンのような社会構造原理
の異なる石器群が展開し、寒冷化の進行に伴い関東平
野を遊動領域とする集団内で石刃生産による広域遊動
戦略への転換が図られる。
Ⅸ層上部下部段階：北関東および南東北が寒冷化し始め
る中、関東平野を遊動領域とする集団の広域遊動戦略
が確立し各地に領域配置を反映した臨機的性格を有す
る石器群が残される。（弧状一側縁加工のナイフ形石
器を顕著に伴う石器群＋円礫適応石刃生産に台形様石
器Ⅱ類を伴う石器群）
Ⅶ層上部段階：北関東および南東北が信州・東北地方と
同化し、南関東がレフュジア化する中、関東平野を遊
動領域とする集団の広域遊動戦略が変容し、前半期後
葉大型石刃石器群が前段階の石器群の中から東北地方
の石刃石器群の影響下に出現する。
Ⅵ層段階：更なる寒冷化と前段階での集団接触を背景
に、生態環境の変動に応じた前半期広域遊動戦略的石
器群と後半期的石器群が残される。
　前半期的広域遊動戦略は、Ⅸ層上部下部段階における
分割型石刃生産とブランティング加工による刺突具生産
の確立を背景とする臨機的性格を有する石器群の広域展
開により一つの完成形を観ると評価し得る。これに後続
する前半期後葉大型石刃石器群は、前段階の様相を背
景としつつ、石刃モードへの収斂化と尖刃形態の素材の
「厳選的活用としての基部加工技術の運用」に特徴付け
られ、前段階に確立した広域遊動戦略の変容形として理
解されよう。その後、前半期後葉大型石刃石器群はⅥ層
段階まで継続し、後半期的様相を示す多様な石器群と同
時並存し、旧石器社会変革期の構造転換に伴う混乱期の
様相を呈する。
　この変遷過程は、例えば適応サイクル・モデル（田村
2017）の成長層（Ⅸ層下部中部段階）、保守相（Ⅸ層上
部下部段階）、解放相（Ⅶ層上部段階）、再組織化相
（Ⅵ層段階）として理解され得る。Ⅸ層上部下部段階で
固定化した、前半期的二極構造を維持したままバックア
ップ石材の活用により広域遊動戦略を達成する技術構造
は、遊動領域内の生態環境差の顕在化、あるいは拡大し
た誘導領域内での他集団との接触の頻発という外圧によ
り、蓄積していた何らかの社会構造の破綻を招いたと想
定される。その結果、変容形としてⅦ層上部段階に前半
期後葉大型石刃石器群が出現し、利根川流域を主体とし
ながら、生態環境を越境し愛鷹箱根山麓まで広く展開す
るのである。
　前半期後葉大型石刃石器群は、前段階の関東平野に認
められた分割型石刃生産技術と側縁ブランティング加工
による刺突具生産を基本とする。しかし、Ⅶ層上部段階
にレフュジア化した関東内で、北部では基部加工形態の
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大型石刃尖頭形石器が顕在化し、南部では潜在化する
という遺跡間変異が注目される。これについては、石材
消費段階と進行に伴うリダクション的変遷としても理解
できよう。しかし、基部加工形態の大型大型石刃尖頭形
石器、あるいは後田型台形様石器などの新たな要素の出
現には如何なる説明を与え得るであろうか。ここで、想
第 10 図　中国フールー洞窟石筍の酸素同位体変動グラフと工藤の MIS 段階区分
第 11 図　花粉分析データに基づく東日本における後期旧石器時代の植生変遷史
像を逞しく解釈すれば、こうした新出の要素の出現は、
「石刃、大型両面加工石器（石斧や神子柴型尖頭器）、
面取り加工ある両面加工石器などはいずれも非実用的
（実用に供しないという意味ではない）な威信材であ
る」（同: 69）という現象の傍証として捉え得るのでは
なかろうか。
31.6-29.5ka
31.6-29.5ka 36ka
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　各地の基部加工形態の大型尖頭形石器は、側縁加工形
態に補完されながら偏在的に認められた。おそらく当該
期の狩猟具生産の主流は、消費遺跡に見られるような側
縁加工形態にあり、これらは着柄を意識した基部先鋭化
を特徴とする。一方、基部加工形態の尖刃厚手な素材
石刃は、当該期の接合資料を見る限り入手機会は限られ
ており、後田遺跡の例などは明らかに生産効率が低い
（３）。それでもなお、基部加工形態の大型大型石刃尖頭
形石器は前半期後葉大型石刃石器群に特徴的に伴う。
　この現象について、尖刃形態の素材の「厳選的活用と
しての基部加工技術の運用」を基軸とする技術構造が、
Ⅶ層上部段階に東北信州と同化した関東北部において、
社会的意味を帯びて顕在化する、という仮説を与えた
い。すなわち、前半期後葉大型石刃石器群の出現過程
は、前半期／後半期移行前夜、交差遊動領域における集
団接触に対処して発現した、関東平野の旧石器集団の社
会的適応の表現形として理解され得るのである。
おわりに
　前半期後葉に出現する大型石刃について、威信材ある
いは交換材的役割を想定する見解は決して新しい意見で
はない（田村1989, 佐藤1992）。また、Ⅹ層段階におけ
る尖頭形石器などは、まさに前半期後葉大型石刃石器群
と同様の社会的機能を果たすと考えられる（第12図）。
これまで、石器群に反映される旧石器集団の文化社会的
適応の側面については、実証的に説明し得る分析概念が
不足するため、試験的な論考（保坂2014）を除き、今ま
で議論の俎上に上がる事が無かったと考えられる。ま
た、二極構造提唱以降の研究パラダイムにおいて、行動
論研究が隆盛する中、石器群に認められる文化社会的側
面については、二極構造提唱以前の研究パラダイムへの
消極的評価から忌避されてきたようにも思える。
　しかしながら、高度経済成長期に伴う資料増加が沈静
化し、ポスト二極構造パラダイムの世代に位置付けられ
る今日の列島旧石器研究者には、眼前の膨大なバックデ
ータから、旧石器集団の生態的・技術的・社会的適応が
融合した複合的なシステム系を実証的に解明していく
姿勢が求められよう。本論は予察段階にあり、後半で述
べた石器群変遷過程の解釈などは、時期尚早の感があろ
う。広域遊動戦略下に残された石器群の遺跡間変異を標
準化する分析手法の確立が求められる。
　今後、本論で予察した編年観を検証し、四半世紀前の
筆者の生まれ年に示された以下の言説を、今日的な視点
から実証的に証明していきたい。
「Ⅸ層からⅦ層にかけて特徴的に見られる大型の良質石
刃の遺跡内存在」は、「工程別異所製作による先行遺跡
での製作物の搬入を考慮したとしても、主に日常的な
交換行為によると考えた方が合理的である。」（佐藤
1992: 290）。
註
（１） 段階内細分案としては、Ⅸ層下部、Ⅸ層上部Ⅶ層
下部、Ⅶ層上部（あるいはⅦ層）の3段階に細分す
る編年観（佐藤1992）、さらにⅨ層中部を独立さ
せ4段階に細分する編年観（国武2004b）もある。
一方、各地の層序に対比可能な分解能を超えた細
分編年への消極的評価から、Ⅸ層からⅦ層段階を
２段階以上に細分しない編年観（山岡2012、大塚
2017）もある。
（２） 社会的統合が未発達な遊動型先史狩猟採集民であ
る旧石器集団の活動は、生態環境の影響を受けな
がら、生態的・技術的・社会的適応が密接な相互
関係を有するシステムを成すと考えられる。ゆえ
に、石器群研究の段階編年と地域細別編年は異な
る原理により分析される（佐藤1992: 197）すなわ
ち、段階編年は、横断敵に認められるシステム・
構造の進化に基づき設定され、石器群の大局的な
歴史的変遷過程の解明に資するものである。
 　一方、地域細別編年は、段階編年と階層的関係
にありながら、その変異や変化は、旧石器集団の
保有システムの地域生態に応じた個体発生的発現
内容を反映する。したがって、地域細別編年に認
められる、石器・石材・技術組成の異同、石器形
第 12 図　　前半期初頭の尖刃形態の素材の厳選的活用を示す尖頭形石器
5cm0
S=1/3
1 2 3 4 5
Ⅹ層上部Ⅸ層下部段階
1ｰ3. 藤久保東Ⅹ層、4. 東早淵Ⅸ下、5. 多門寺前Ⅹ層
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態の型式学的連続は、変動する地域生態に適応す
る各種システムの機能的な表現形として理解され
るべきであり、必ずしも広域かつ長期に渡る段階
を規定する要素足り得ない。また、細別編年の変
化の方向性は、段階間変化のそれと一致するとは
限らない。システム論的理解に立てば、段階間の
通時的変化は単線方向に進行し、細別編年の変化
はその部分を構成するという思考法は棄却しなけ
ればならない。むしろ細別編年の変化は、浮動的
変異から収斂・特殊化への移相を基本とするのに
対し、段階間の変化は、生態的・社会的環境の大
きな変動に伴うシステム系の交替として理解され
るべきである（同: 56-57）。
（３） 参考資料写真７は、後田遺跡の河川転石を素材と
する周縁型石刃接合資料である。剥離物は総じて
折断しており、目的剥片は不明瞭である。しか
し、その剥離技術が注目される。当該資料は、分
割打面作出後、すぐに石刃生産を開始する。その
際、石刃剥離に先行して打面直下に小石刃ないし
ヒンジ状剥離を施し、その背後に設定した打点を
後退させながら石刃剥離を進行していく様子がう
かがえる。
 　こうした剥離技術は、前半期初頭の尖刃石刃
（第12図）にも認められる。これについて、田村
は八風山Ⅱ遺跡の小口面型接合資料を例に、小石
刃と大型石刃を反復剥離を目的とする剥離手法と
して説明し、ルヴァロワ石刃の変異体との理解を
提示している（田村2015: 36）。
 　一方、同様の剥離技術は、秋田県七曲台遺跡群
の前半期石刃石器群にも認められる（中段）。同
様に分割打面から石刃剥離を開始し、打面直下に
小石刃状剥離（a-c）ないしヒンジ状剥離（d）を施
す。これについて、先行剥離による作業面突出部
を取り込むことで、厚手かつ尖刃形態の目的石刃
の剥離を達成している剥離技術と評価し得る（佐
藤祐輔氏の教示による）。
 　尖刃形態を目的とする石刃剥離は、先行する関
東平野のⅨ層段階では、作業面稜直上に打点を設
定する例が多い。しかしながら、稜上打撃による
石刃は打点側基部が薄手にならざるを得ない。一
方、厚手素材を基本とする前半期後葉大型石刃石
器群では、稜間に打点を設定することにより厚み
のある石刃を確保を達成している。ただし、稜間
打撃による石刃は、二側縁が平行し非尖刃形態と
なるため、主に側縁加工形態に素材を提供すると
考えられる。ここで、基部加工形態の大型尖頭形
参考資料
石器の背面に残る、小石刃状ないしヒンジ状剥離
に注目したい（下段）。大門遺跡（第２図33）の
ように、顕著な頭部調整で同様の作業面突出部を
作出する例もある。これについて、当該接合資料
と併せて、厚手かつ尖刃形態の石刃剥離を目的と
する剥離技術という評価を与えたい。
7.BSh 打面作出後
a
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6538
46
b c d
1. ◀は推定打点方向
中段：a. 松木台Ⅲ、b-d. 風無台Ⅰ
上段・下段：本論図版内番号に対応
7.BSh 
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